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優勝
夢を描きながら住まうこと ～地域を創るわかもん団地～

富山県立富山工業高等学校 選手…3年生4名［女子4名］富山
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はじめはあまり評価をしていなかった。平行配置の
既存団地の1住棟の改修で、南戸外に巾広いテラ
スと階段を設けた案としか読めず、住戸で落ち着い
て暮らすにはプライバシーの確保が難しいと映った。
けれども対戦が進み、何回も、何回も案を見るうちに、
徐 に々この案が只者ではないことに気づいた。
　これだけの密度ある図面表現は、裏付けがないと
描けないものだ。何で描けるのかを探るうちに、「わ
かもん団地」の周到な構成が見えてきた。私たちの
世代には馴染みが薄く、事件を起こすよくないイメー
ジしか持てないが、ここには若い世代に浸透してい
るSNS、Facebook、LINE、Instagram、Twitter、
YouTubeなど現代のさまざまな情報発信や交流
手段によって結ばれる絆や高まるポテンシャル、新

たに生まれる暮らし方が描かれている。何かが起き
そうだ！ と思わせられる仕組みが用意されている。
　1Fギャラリー創作スペース、2階ワークスペース、
その上階2層のシェアハウスの断面構成とともに、そ
こでの暮らしが細かく計画されている。中間領域を
生み出すために設けられた、増築した南北のバルコ
ニーが耐震補強を兼ねるなど、計画に抜けがない。
　審査員全員の賛同を得た優勝である。終わって
みれば、前年度の優勝に続いての2連覇で、しかも
女性メンバーによる快挙であった。あえて一言加え
れば、次なる住棟に繋がる道筋と住棟間のデザイン
が示されていればと思われる。
　それにしてもよくやった、おめでとう！

用することで、夢を追う若者たちが個々の活動や蓮町
団地を発信し、地域の人 も々巻き込んだエネルギーあ
ふれる団地へと再生されることをめざしました。
　はじめは、この提案が共感を得られたかとても不安な
部分もありましたが、優勝という評価をしていただけたこ
とで、若者にも社会や未来を変えられるんだ、という自
信とともに、私たちの世代への期待や激励をしていただ
けているような気持ちにもなりました。
　これからは「建築甲子園優勝」という素晴らしい結果
を自信に、建築を通して地域社会に貢献していきたい
と思います。本当にありがとうございました。 （榊原）

このたびは「建築甲子園優勝」という大変名誉ある賞を
受賞することができ、とてもうれしく思います。この賞を
いただくにあたり、お忙しいなか私たちのために指導し
てくださった監督の藤井先生や、審査をしていただいた
審査員の皆様には心より感謝いたします。
　昨年の作品を超える提案するため、何度もディスカッ
ションを繰り返しました。プレッシャーから計画地やアイ
デアがなかなか決まらず大変な思いもしました。しかし、
甲子園2連覇を目標に、メンバー4人と監督の藤井先
生とともに最後までやりきることができました。
　今回の作品の提案は、富山市の蓮町団地（県職員住
宅）を、6つの機能を持つ職住一体型のシェアハウスへ
とリノベーションするというものです。既存の住棟の外
側に吹抜けや階段のある新しい鉄骨フレームを付属さ
せ、外部空間の拡張を図りました。私たちはこれをコモ
ンテラスと名付け、既存のRC造ではできなかった縦や
横のつながりを生み出そうとしています。
　さらに、SNS（ソーシャルネットワークサービス）を活

受賞のことば
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ふと忘れていたことを思い出させてくれた。
　日の丸の国旗が示すように、日本では太陽の恵みの下に暮らしを営
んできた。人工的な環境が進歩した現代では、24時間を連続的に暮ら
すことに慣れ、かつての暮らしの半分を忘れてしまったようだ。夜と月明
かり。この提案はその光景が浮かび、目を醒された思いである。さらに計
画を読み進めると、こんな素敵な場所があったのかと思わせられた。ここ
には「月」という名前の80人あまりの小さな村があり、しかも楠木正成に
仕えた源氏の一族の末裔で、正成公の心を「月」に譬えての命名という。
　湖畔の空き家に月夜ほど似合う状況はないかも知れない。月見舞台
での田楽の舞を見てみたいし、工房の月見団子づくりも悪くない。たっ
たの1軒、取り残された1軒での月夜が待ち遠しいという思いにかられる。
従って計画の立案に文句はない。素晴らしい。が、苦言を呈せば図面表
現が勿体ない。図面の上半分を使って、月見舞台から月明かりに照らさ
れた夜半の情景を描き切るような思い切りが欲しい。発想が表現を求
めているように思われる。とは言え、この提案は審査員を泣かせるにくい
発想であり、ふと実現への道はないかと思わせる計画でもある。 （片山）

ベスト8・審査委員長特別賞

「月」を継承　「月」の文化ふたたび
静岡県立天竜高等学校 選手…3年生1名［男子1名］、2年生2名［男子1名、女子1名］静岡

宅地として開発され過密状態にある住宅地で、空き家となった住宅や
空き部屋の部分を緑化して、ゆとりある住環境を再生する提案である。
空き家を何らかの施設として再利用する提案がほとんどを占める中で、
この提案は、減築再生案である。パネル全体を緑色系で統一し、年を
経るごとに緑に覆われていく様子がよく表現されており、説得力がある。
単独世帯も多くなることから、トイレ、お風呂、交流スペースを共有でき
る空き家の再生も行われ、地域コミュニティの再構築も提案されている。
　空き家と緑が共生する建物緑化といったレベルの話ではなく、時間
の経過とともに空き家が植物の住まいになり、植物が建物を覆い、建物
が朽ち果て緑地に戻るといった、開発と自然環境との共存をテーマに
した壮大な夢でもある。
　緑豊かな住宅街を再生するためには、提案を実現していくための
しっかりとしたマニュアルづくりと管理運営が必要であろう。放置され
れば廃屋が並ぶゴーストタウンとなってしまう。空き家が増えていく現
状において、あえて再利用をしないで減築と緑化という選択があること
をわかりやすく絵を描いて見せてくれたことが評価された。 （廣瀬）

準優勝

空き家の価値よ、永遠に ～時代に寄り添う空き家のカタチ～
舞鶴工業高等専門学校 選手…3年生1名［男子1名］京都


